
 

 

  

 

「『ＡＩ』に対抗する 

人材を育てるには」 

 

相談支援部長 一色 俊宏 

 
幼・小・中に続き、高等学校の新学習指導要領も告

示され、平成31年度から先行実施されます。これによ

り、幼稚園から高等学校までの全ての学校において、

新学習指導要領に基づいた教育が行われることになり

ます。また、昨年６月には、文部科学省から「Soci-

ety5.0に向けた人材育成」というタイトルで、児童

生徒の成長段階別で、今後取り組むべき教育の方向性

について示されました。これらの内容を踏まえると、

これからの教育は、幅広い知識の習得や、多面的な視

点で物事を捉え、深く考える力を養うことが求められ

ていると言えます。そのために私たち教員はどうすれ

ばよいのでしょうか。変化の激しい現代社会を生きて

いく児童生徒に必要な資質・能力を身に付けさせるに

は、「主体的・対話的で深い学び」の実現が重要にな

ってきます。疑問に感じた事象について、自身の持っ 

ている知識や経験を照らし合わせて考え、あらゆる角

度から検証し、更にその結果などを振り返ることでよ

り高次なものへと高めていく、つまり「知識・技能」

と「思考力・判断力・表現力」の融合が必要となって

くるでしょう。 

 また、「主体的な学び」の中では、課題や事象など

をどう捉え、どう向き合うかという、「見方・考え

方」を指導することも重要です。課題解決へ向けて試

行錯誤する中で、時には失敗や挫折を味わうこともあ

るでしょう。その経験が、物事をより構造的に捉えた

り、他者と協力・対話することで新たな発見を見いだ

したりする「深い学び」につながっていくと考えま

す。このような学びによって身に付いた力により、教

科・科目にとどまらず、あらゆる困難や課題に対して

自信を持って取り組めるようになるでしょう。 

 近い将来、人間の仕事の多くは「ＡＩ」に代替され

ると言われています。今後は、「主体的・対話的で深

い学び」の実践により、「ＡＩ」にはない能力を持っ

た人、つまり自分で考え新しい価値を生み出す創造性

豊かな人材を育成することが必要であると言えるでし

ょう。 
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平成31年２月８日に、幼稚園、小学校、中学校、県

立学校、関係機関等から194名の参加者を迎えて、平

成30年度調査・研究発表会を開催しました。研究主題

「輝く愛顔
えがお

あふれる学校教育の総合的な支援」の下、

基調提案、研究発表、講演を行いました。基調提案で

示した「教員の資質向上」「喫緊の課題の解決」「新

学習指導要領の理念の具現化」に関する研究の柱に沿

って、５本の研究発表を行いました。さらに、長期研

修生２名と短期研修生４名の発表を含め、全部で11

本の発表を行いました（詳細は次ページ以降に掲

載）。 

その後、高知県いの町教育特使で教育実践家の菊池 

省三先生による「一人も見捨てない教育の実現に向け

て」と題した講演が行われました。子どもが喜んで学

校に行き、満足して家に帰るために、一人も見捨てな

い教師の関わり方、学級経営の在り方など、菊池先生

の経験に基づく具体的な実践例について、貴重な映像

等も交えて御講演いただきました。 

 参加いただいた先生 

方からの御意見・御感 

想を生かして、来年度 

もよりよい発表会にな 

るようにしていきたい 

と思います。 

平成30年度調査・研究発表会について 

○ 相談支援部長挨拶            ……１ 

○ 平成 年度調査・研究発表会について  ……１ 

○ 平成 年度調査・研究発表会発表の概要…２・３ 

          

○ 調査・研究発表会参加者アンケート   ……４ 

○ 平成 年度研修講座の紹介        ……４ 
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専門研修の紹介 

専門研修は、総合教育センターの特色を生かした特

定分野における専門性を高める研修です。平成31年度

は22講座を実施します。特色ある講座の内容を紹介し

ます。 

【研修主任】教員の資質・能力を高める校内研修の

在り方 

「教員のキャリアステージにおける指標」を活用

し、教員の資質・能力を高める校内研修の在り方

について研修します。研修主任としての資質・能

力を高めるとともに、校内研修の活性化を図るこ

とを目的としています。18の指標のキーワードを基

に、自己分析と目標設定を行い、教員一人一人が自ら

の成長を目指す講座となるよう計画しています。 

課題別研修の紹介 

課題別研修は、教育課題への対応と職務実践力の向

上を図る希望研修です。平成31年度は９分野５５講座を

実施します。特色ある講座の内容を紹介します。 

【小・道徳】道徳教育指導力向上研修 

【中・道徳】道徳教育指導力向上研修 

道徳教育の意義の理解及び道徳科の指導方法につい

て研修を深めることにより、道徳教育実践への意欲を

高めるとともに、道徳科の授業力の向上を図ることを

目的としています。対象を小学校と中学校に分けて、

より授業で生かせる実践的な内容となるよう講座を改

編しました。 

詳しくは、３月に各学校に送付します「研修のしお

り」を御覧ください！ 

交通安全推進メールマガジンの配信について 
 これまで、各校が取り組まれた交通安全推進研修会の取組事例や交通安全に関するサイト 

の情報等を紹介してまいりました。今後も有益な情報の発信に努めますので、教職員の交通 

事故・交通違反の撲滅を目指して、交通安全研修に積極的に活用していただければ幸いです。 

 
 

 本年度の調査・研究発表会に参加した先生方を対象
としたアンケート結果の一部を紹介します。 
 

Ｑ 本年度の調査・研究発表会の発表では、有益な情報を 

得ることができましたか。 

 

所報「育心拓夢（いくしんたくむ）」について 
この言葉は本センターが現在の地に移転した昭和57年頃、当時の所員が作った言葉で、敷地内にある石碑
に刻まれています。「総合教育センターでは、子どもたちが確かな学力を身に付け、豊かな『心を育む』こ
と、また、自らの力で未来への『夢を拓く』ことができるように学校支援を行う」という強い思いが込めら
れています。 

４ 

〇 小・中学校の特別支援学級の担任は、長く経験し

ている人が少なくなり、初めて又は２～３年の経験

という先生が多い。そういう意味でも「自立活動ガ

イドブック(案)」は参考になった。  （発表４） 

〇 教科等横断型教材について例を提示していただ

き、実践してみたいと思うことがあった。今まで課

題として感じていた、顕微鏡使用時の班内・全体で

の共有の仕方について、解決策を提示していただい

た気がする。学校で実践していきたい。（発表５） 

〇 ストレス対処能力を高める手立てを学ぶことがで

き、今後学校で活用していきたい。（発表６－１） 

〇 ネットワークを利用した双方向のコンテンツは、

今後具体的な方策が考えられると思うので、自分も

研修を深めていきたい。     （発表６－２） 

〇 より分かりやすい授業づくりの工夫を考えるきっ

かけをいただくことができた。    （発表７） 

【講演について】 

〇 子どもへの観察力を高め、ほめ言葉のシャワーが

できるクラスづくりをしていきたいと思った。 

〇 「先生が笑顔＝子どもが笑顔」が印象に残った。

普段の子どもとの関わりで、自分に足りないものや

至らない点を改めて考えさせられた。この講演で学

んだことを子どもに還元していきたいと思った。 

平成31年度研修講座の紹介 

調査・研究発表会参加者アンケート 

 

【研究発表等について】 

〇 ミドルリーダー育成の重要性がよく分かった。新た

に「指標確認シート」が作成され、具体的な姿が明記

されているので、今後活用していきたい。（発表１） 

〇 アンプラグドコンピューティングの考え方は、普段

の授業にも取り入れやすいと感じ、とても勉強になっ

た。今後は、コミュニティサイトを活用し、個人及び

学校全体で理解・技能を高めたい。      （発表２） 

〇 不登校支援シートにおいて、具体的に「誰が、い

つ、どういう支援をしていくか」を明確にすること

が大切であり、またそれを教員間で共有していくこ

との大切さを理解することができた。 （発表３） 
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